
くれたけだより　令和６年　秋号1　 令和６年10月１日　第58号

く
れ
た
け
だ
よ
り

く
れ
た
け
だ
よ
り

く
れ
た
け
だ
よ
り

■発行所
　呉 竹 会
　〒160－0008
　東京都新宿区四谷三栄町16-12
東京呉竹医療専門学校内
　TEL  03－3341－4043
https://www.kuretake.ac.jp

秋　

号

今
夏
は
、
昨
年
以
上
に

暑
い
日
々
が
続
き
、
各
地

で
最
高
気
温
の
記
録
が
塗

り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
も
暑
さ
対

策
で
大
変
苦
労
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

酷
暑
見
舞
、
心
よ
り
申
し

上
げ
ま
す
。

二
〇
二
二
年
四
月
に
着

工
し
た
新
校
舎
建
設
は
、

本
年
二
月
末
、
完
成
に
至

り
ま
し
た
。
四
月
よ
り
鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
と
鍼
灸

科
が
、
八
月
よ
り
柔
道
整

復
科
が
新
校
舎
で
授
業
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
学
校
名
は
「
東
京
医

療
専
門
学
校
」
か
ら
「
東

京
呉
竹
医
療
専
門
学
校
」

へ
と
、
変
わ
り
ま
し
た
。

更
に
嬉
し
い
こ
と
に
、
今

年
度
よ
り
自
前
の
新
築
の

ホ
ー
ル
で
、
入
学
式
を
執

り
行
え
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
の
お
蔭
で
、
百
周
年

事
業
も
順
調
に
進
ん
で
お

り
ま
す
。

祝
・
新
校
舎
完
成
!!

呉
竹
会
　
会
長
　
牛
　
込
　
信
　
喜

さ
て
、
我
々
の
業
界
に

お
い
て
、
か
ね
て
よ
り
懸

案
に
な
っ
て
い
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
で
す

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
購
入
に
対
す

る
、
国
か
ら
の
補
助
金
も

確
定
し
ま
し
た
の
で
、
一

安
心
で
す
。
ま
だ
、
補

助
金
を
申
請
さ
れ
て
い

な
い
会
員
の
皆
様
は
、

二
〇
二
四
年
十
二
月
末
ま

で
、申
請
で
き
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
な
く
。

さ
て
さ
て
、
ア
メ
リ
カ

の
次
期
大
統
領
が
、
バ
イ

デ
ン
大
統
領
の
撤
退
に
よ

り
、
誰
に
な
る
か
に
よ

り
、
日
本
経
済
及
び
、
世

界
経
済
は
大
き
く
左
右
さ

れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
し
、
中
国
経
済
の
動
向

も
あ
い
ま
い
な
状
況
で

す
。
日
本
経
済
も
、
株
価

高
よ
り
も
、
世
界
的
な
気

象
異
常
と
地
政
学
的
な
問

題
（
戦
争
・
紛
争
）
が
も

た
ら
す
食
糧
不
足
に
よ
る

高
騰
で
、
実
生
活
に
還
元

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

年
は
大
き
な
地
震
が
年
初

よ
り
続
い
て
お
り
、
八
月

八
日
に
は
初
の
巨
大
地
震

注
意
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
」
が
、
政
府
よ

り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
何

度
も
話
し
て
お
り
ま
す

が
、
我
々
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

に
よ
る
、
災
害
支
援
活
動

も
多
く
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
、

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
、
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
と
、
心
よ
り
願
っ
て

居
り
ま
す
。

今
後
の
計
画
に
な
り
ま

す
が
、
記
念
行
事
の
一
環

で
あ
る
新
校
舎
へ
の
移
転

完
了
後
は
、
創
立
百
周
年

事
業
を
計
画
通
り
実
施
で

き
る
よ
う
、
役
員
一
同
と

共
に
、
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
意
気
込
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に

も
、
ぜ
ひ
、
募
金
を
ご
協

力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

私
は
現
在
、
パ
ラ
陸
上
競

技
の
ア
ス
リ
ー
ト
で
あ
る
山

下
千
絵
選
手
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
日

興
証
券
株
式
会
社
）
の
コ
ー

チ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山
下
選
手
は
Ｔ
六
四
ク
ラ
ス

（
片
脚
の
下
腿
に
義
足
を
装

着
し
て
競
技
す
る
ク
ラ
ス
）

の
選
手
で
、
百
メ
ー
ト
ル
・

二
百
メ
ー
ト
ル
走
を
専
門
と

し
て
い
ま
す
。

　

山
下
選
手
と
出
会
っ
た
七

年
前
は
、
義
足
の
ア
ス
リ
ー

ト
に
関
わ
っ
た
経
験
が
な

か
っ
た
の
で
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
し
た
が
、
こ
れ

も
ご
縁
だ
と
思
っ
て
、
不
安

な
が
ら
も
出
来
る
だ
け
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
よ
う
と
決
心
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
サ

ポ
ー
ト
内
容
は
、
短
期
・
長

期
の
目
標
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

計
画
の
立
案
、
走
る
練
習
の

指
導
、
身
体
作
り
の
た
め
の

筋
ト
レ
・
食
事
の
指
導
、
身

体
の
ケ
ア
を
実
施
す
る
の
に

加
え
セ
ル
フ
ケ
ア
の
指
導
、

断
端
の
ケ
ア
や
義
足
の
調
整

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

特
に
義
足
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
に
よ
る
動
き
の
左
右
差

や
、
そ
れ
に
よ
る
左
右
非
対

称
に
か
か
る
身
体
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
な
ど
は
こ
れ
ま
で
の

陸
上
競
技
指
導
で
は
経
験
し

て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
日
々

試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。
義

足
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
、

義
肢
装
具
士
の
方
や
義
足
の

メ
ー
カ
ー
に
訪
問
し
て
質
問

責
め
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

な
か
な
か
記
録
が
伸
び
な

か
っ
た
り
、
身
体
の
痛
み
が

強
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
継
続
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
の

五
月
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
た

世
界
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手
権

大
会
に
、
初
め
て
二
百
メ
ー

ト
ル
の
日
本
代
表
と
し
て
山

下
選
手
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
長
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
き

た
選
手
が
日
の
丸
を
つ
け
て

競
技
を
し
て
い
る
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思

う
と
と
も
に
、
よ
り
競
技
力

を
高
め
て
再
び
国
際
大
会
に

送
り
出
せ
る
よ
う
に
私
も
頑

張
ら
ね
ば
と
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
一
生
懸
命
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
応
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
東
京
呉
竹
医
療
専
門
学
校

は
山
下
千
絵
選
手
の
公
式
ス

ポ
ン
サ
ー
と
な
り
ま
す
。】

パラ陸上競技
山下千絵選手のサポート

呉竹学園東洋医学臨床研究所　春日井有輝



　

東
京
医
療
専
門
学
校
は
令

和
六
年
四
月
一
日
、
校
名
を

東
京
呉
竹
医
療
専
門
学
校
に

変
更
し
ま
し
た
。
新
校
名
と

な
っ
て
初
の
記
念
す
べ
き
入

学
式
が
、
令
和
六
年
四
月

五
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」。
新

校
舎
の
地
下
二
階
に
あ
る
レ

ン
ガ
素
材
の
ル
ー
バ
ー
を
あ

し
ら
っ
た
造
り
の
ホ
ー
ル
で

す
。
こ
の
ホ
ー
ル
の
使
用
も

今
回
の
入
学
式
が
初
。
式
は

新
入
生
計
百
五
十
六
名
（
教

員
養
成
科
二
十
七
人
、
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
科
五
十
三
人
、

鍼
灸
科
四
十
人
、
柔
道
整
復

科
三
十
六
人
）
を
担
任
教
員

が
呼
名
し
始
ま
り
ま
し
た
。

　

学
校
長
式
辞
で
は
村
上
哲

二
校
長
が
、
本
年
一
月
一
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

と
、
入
学
式
の
二
日
前
に
起

き
た
台
湾
地
震
で
逝
去
さ
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
言
葉
を
冒

頭
に
捧
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、

呉
竹
学
園
の
歴
史
と
令
和
八

年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
る

こ
と
、
本
校
は
現
在
ま
で
に

た
。
そ
し
て
「
卒
業
後
に
対

応
す
る
こ
と
に
な
る
生
活
者

の
皆
様
の
心
と
身
体
の
状
態

は
多
様
で
あ
り
、
変
化
し
て

い
る
。
小
さ
な
変
化
を
見
逃

さ
ず
に
適
切
な
医
療
や
施
術

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
他
者
を
理
解
す

る
能
力
と
確
か
な
知
識
と
技

術
が
求
め
ら
れ
る
」と
語
り
、

卒
業
後
を
見
据
え
た
過
ご
し

方
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
示

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
学
校

が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

信
じ
て
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題

に
粘
り
強
く
取
り
組
み
、
医

療
人
に
ふ
さ
わ
し
い
知
識
と

技
術
、
態
度
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
。
そ
の
努
力
は
自
分

自
身
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
患
者
貢
献
、
社
会
貢

献
に
も
つ
な
が
る
」
と
要
望

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
呉
竹
会
の
牛
込
信

喜
会
長
が
登
壇
し
、
新
入
生

へ
あ
た
た
か
い
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。
在
校
生
代
表
に

よ
る
「
迎
え
る
言
葉
」
で

は
柴
田
聖
子
さ
ん
（
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
科
三
年
）
が
登

壇
。
膨
大
な
医
療
の
知
識
や

鍼
灸
を
は
じ
め
と
す
る
技
術

東
京
呉
竹
医
療
専
門
学
校
入
学
式

新
校
名
で
の
初
の
入
学
式
を

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
に
て
開
催

を
身
に
つ
け
る
と
き
に
不
安

に
な
っ
た
ら
『
身
に
つ
く
ま

で
繰
り
返
す
こ
と
で
自
分
の

も
の
に
な
る
』
と
い
う
教
員

か
ら
の
助
言
を
支
え
に
し
て

い
る
と
自
身
の
経
験
を
披
露

し
、
新
入
生
の
背
中
を
押
し

ま
し
た
。

　

式
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
静

聴
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
学
園

歌
の
斉
唱
で
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

　

入
学
式
の
あ
と
は
教
員
紹

介
、
学
校
事
務
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

約
一
万
五
千
人
を

超
え
る
卒
業
生

を
、
学
園
全
体
で

は
二
万
五
千
人
を

超
え
る
卒
業
生
を

輩
出
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し

令
和
６
年
度

令和６年度　卒後臨床研修講座卒卒卒卒卒 臨臨臨臨臨
講座名／開催日時／申込期間 講 師 ／ 講 義 内 容

臨床に役立つ
「緩和ケア」
10月27日（日）13：30～ 16：40
期　間：9月30日（月）～ 10月18日（金）

堀口　葉子　先生　仁居（にこ）治療院　院長・国立がん研究センター中央病院　緩和医療科

『がんの痛み医療テキスト』（南江堂）鍼灸療法の執筆者でもある堀口葉子先生。本セミナーでは、「緩和ケア」領域における鍼灸の
実際についてご紹介いたします。

臨床に役立つ
「不妊鍼灸」
11月24日（日）13：30～ 16：40
期　間：10月28日（月）～ 11月15日（金）

國井　正輝　先生　くにい治療院　院長・日本不妊カウンセリング学会認定不妊カウンセラー

鍼灸マッサージ教員養成科を卒業後、2010年、鍼灸院を開業された國井正輝先生。本セミナーでは、不妊鍼灸の専門院として長年
の経験をもとに、臨床の実際をご紹介します。

臨床に役立つ
「スポーツマッサージ」
12月15日（日）13：30～ 16：40
期　間：11月18日（月）～ 12月６日（金）

廣橋　憲子　先生　ワキ鍼灸マッサージ整骨院　副院長

水泳日本代表チームトレーナーとしてオリンピックにも帯同された廣橋憲子先生。本セミナーでは、パフォーマンスに直結する「ス
ポーツマッサージ」をご紹介いたします。

※申込方法ほか詳細につきましては、本校HP（右上QRコード）からご確認ください。� ※受講料は全て3,000円

全講座、新本館での開催を予定しています。生まれ変わった母校へ、この機会にぜひ、お越しください。
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　本年８月に１号館・５号館の改修工事が終了いたしました。１号館には新たに柔道場、柔
道整復科附属施術所、柔道整復科実技室、法人事務局が設置され、５号館は一棟すべて教員
養成科の校舎として生まれ変わりました。本工事をもってすべての工事は完了。全学科が四
谷エリアに集約いたしました。100周年に向け新たな学び舎で、共に歴史を刻んでいきます。

〈１号館〉
柔道場（地下１階）
　旧四谷校舎�教職員室を改修。広々とした柔道場となりました。更衣室には男女共にシャワー室も完備。
今年からは柔道部も再始動します。

柔道整復科�附属施術所（２階）
　白を基調とした清潔感のある施術所。１階はこれまでどおり鍼灸科�附属施術所。２科の施術所
が１号館に集約し、外部の方がより利用しやすい施設となりました。

基礎医学実習室（９階）

受付（２階）

15床（３階）

10床（２階）

四谷校舎　新１号館・５号館ご紹介！四谷校舎　新１号館・５号館ご紹介！

〈５号館〉
鍼灸マッサージ教員養成科
附属施術所

　３月まで鍼灸科・鍼灸マッサージ科の３年生が使用していた座学教室、
実技室が教員養成科の附属施術所へ改修されました。８月より２階10床、
３階15床の全25床、明るく広々とした空間で、指導教員のもと充実した
臨床経験ができる教育の場として活用していきます。
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上
海
中
医
薬
大
学
訪
問
の
報
告

　

前
夜
の
上
海
へ
の
フ
ラ
イ

ト
を
経
て
、
六
月
五
日
の
午

前
十
時
よ
り
、
上
海
中
医
薬

大
学
の
国
際
教
育
学
院
に
お

い
て
、
同
大
学
の
副
学
長
を

交
え
て
懇
談
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
後
、
調
印
式
を
行
っ

た
。
当
日
は
、
大
学
が
用
意

し
た
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
二

人
が
終
日
同
行
す
る
程
の
力

の
入
れ
様
で
、
日
本
の
呉
竹

学
園
と
の
教
育
提
携
を
大
切

に
し
、
学
内
外
に
情
報
発
信

す
る
姿
勢
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。

　

懇
談
の
中
で
、
舒
静
副
学

長
は
、
教
育
連
携
が
始
ま
っ

た
当
初
を
振
り
返
り
、「
当

　
上
海
中
医
薬
大
学
へ
の
短
期
留
学
の
取
り
組
み
は
、
一
九
八
五
年
に
当
時
の
理
事
長
で
あ
っ
た
坂
本
浩

二
先
生
が
始
め
ら
れ
、
来
年
で
四
十
周
年
を
迎
え
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
二
〇
一
九
年
か
ら

短
期
留
学
が
途
切
れ
て
い
た
が
、
次
年
度
に
向
け
た
教
育
提
携
の
再
調
印
の
た
め
、
坂
本
歩
理
事
長
、
建

石
泰
三
事
務
長
、
短
期
留
学
担
当
で
中
国
語
が
堪
能
な
由
井
孝
枝
事
務
局
員
の
三
人
で
、
同
大
学
の
国
際

教
育
学
院
を
訪
問
し
た
。

時
は
お
灸
の
研
究
か
ら
始
ま

り
、
レ
ー
ザ
ー
灸
の
治
効
、

免
疫
に
関
す
る
研
究
等
を

行
っ
た
。
二
〇
二
六
年
に
は

呉
竹
学
園
は
創
立
百
周
年
、

上
海
中
医
薬
大
学
は
七
十
周

年
、
国
際
教
育
学
院
も
三
十

周
年
を
迎
え
、
節
目
の
年
が

続
く
。
こ
れ
ら
の
周
年
行
事

に
は
双
方
が
参
加
し
、
共
に

祝
い
た
い
」と
発
言
さ
れ
た
。

来
年
の
交
流
四
十
周
年
の
行

事
は
、
ぜ
ひ
学
生
の
短
期
留

学
と
合
わ
せ
て
行
え
る
よ
う

に
と
互
い
に
祈
念
し
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
調
印
式

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
な

お
情
報
と
し
て
、
今
年
は
欧

州
か
ら
の
留
学
生
が
増
加

し
、
全
体
で
は
六
十
一
か
国

か
ら
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

午
後
は
、
曙
光
病
院
、
鍼

灸
経
絡
研
究
所
、龍
華
病
院
、

中
西
医
結
合
病
院
の
四
つ
の

附
属
病
院
を
見
学
し
た
。
最

初
に
訪
問
し
た
曙
光
東
病
院

は
新
興
地
区
で
あ
る
上
海
浦

東
エ
リ
ア
に
あ
り
、
建
設
面

積
は
八
万
六
千
平
方
メ
ー
ト

ル
、
総
面
積
は
八
万
三
千
平

方
メ
ー
ト
ル
、
七
百
二
十
床

を
有
す
る
大
学
附
属
病
院
の

中
で
は
規
模
が
大
き
い
病
院

で
あ
る
。
見
学
し
た
鍼
灸
科

の
診
療
室
で
は
、
中
医
二
名

＋
研
修
生
数
名
で
十
六
床
を

見
て
い
た
。
以
前
は
鍼
灸
科

と
一
体
で
あ
っ
た
推
拿
科

は
、
現
在
は
分
離
さ
れ
、
推

拿
を
主
と
し
て
鍼
治
療
も

合
わ
せ
た
治
療
を
し
て
い

る
。
午
前
と
午
後
に
外
来
が

あ
り
、
一
日
あ
た
り
一
人
で

四
十
人
以
上
を
診
る
日
も
あ

る
と
の
こ
と
。
朝
八
時

～
夜
七
時
ま
で
働
き
、

土
日
診
療
も
あ
る
そ
う

で
、
大
学
附
属
病
院
の

中
医
師
は
と
て
も
ハ
ー

ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

　

龍
華
病
院
は
、
上
海

浦
西
エ
リ
ア
（
市
内
地

区
）
に
あ
り
、
鍼
灸
科

だ
け
で
年
間
患
者
数

一
万
四
千
人
と
言
い
、

忙
し
い
雰
囲
気
は
曙
光

病
院
に
匹
敵
す
る
。
鍼

灸
科
主
任
の
裵
建
（
ペ

イ
ジ
ェ
ン
）
先
生
は
、

世
界
九
十
か
国
の
病
院

　

鍼
灸
経
絡

研
究
所
は
、

一
九
八
五
年
に

同
研
究
所
の
教

員
を
呉
竹
学

園
で
受
け
入

れ
、
共
同
研
究

を
し
た
病
院
で

あ
り
、
龍
華
病

院
の
近
く
に
あ

る
。
顔
面
の

三
叉
神
経
痛
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
、
難
聴
、
ア

レ
ル
ギ
ー
等
の

慢
性
的
か
つ
難

病
の
領
域
に
も

挑
み
、
研
究
を

目
的
と
し
て
い

る
。
女
性
中
医

師
が
所
長
や
主

任
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
女

性
が
多
い
印
象
で
あ
っ
た
。

患
者
数
は
少
な
く
な
い
が
、

鍼
灸
に
特
化
し
て
い
る
た

め
、
病
院
と
し
て
は
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
施
設
で
あ
っ

た
。

　

中
西
医
結
合
病
院
は
、
少

し
郊
外
の
上
海
市
虹
口
区
に

位
置
す
る
。
中
医
学
と
西
洋

医
学
の
統
合
を
標
榜
す
る
附

属
病
院
で
あ
り
、
西
洋
医
学

に
よ
る
検
査（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
）

を
診
断
に
積
極
的
に
取
り
入

れ
、
中
医
診
断
と
併
用
す
る

こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

推
拿
科
で
対
応
さ
れ
た
朱
主

任
教
授
は
三
部
整
骨
法
の
伝

承
者
で
、
中
医
の
名
誉
で
あ

る
「
中
国
医
師
奨
」
の
報
奨

を
受
け
た
方
で
、
私
た
ち
に

親
し
く
話
し
か
け
て
く
だ
さ

る
、
と
て
も
気
さ
く
な
方
で

あ
っ
た
。

　

今
年
は
、
円
安
に
よ
る
渡

航
費
高
騰
や
、
ビ
ザ
取
得
の

難
し
さ
も
あ
り
、
学
生
が
上

海
に
行
く
こ
と
は
叶
わ
な

か
っ
た
が
、
七
月
下
旬
の
二

日
間
で
、
上
海
中
医
薬
大
学

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
実

現
し
た
。
上
海
中
医
薬
大
学

と
呉
竹
学
園
が
培
っ
て
き
た

信
頼
と
協
力
関
係
に
よ
り
、

形
を
変
え
て
教
育
交
流
が
継

続
し
て
い
る
。
来
年
は
、
ぜ

ひ
と
も
対
面
で
の
短
期
留
学

を
実
現
で
き
れ
ば
と
思
う
。

（
事
務
長　

建
石
）

■
教
育
提
携
の
調
印
式

■
教
育
提
携
の
調
印
式

■
附
属
病
院
の
見
学

■
附
属
病
院
の
見
学見

学
者
を
受
け
入
れ
る
な

ど
、
鍼
灸
の
世
界
へ
の
展
開

に
関
心
が
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
上
海
の
老
中
医
の
伝
統

的
技
術
を
大
切
に
し
、
継
承

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
看
板

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

くれたけだより　令和６年　秋号第58号　 4令和６年10月１日



１．呉竹会基金の募集
２．総会・講演会の実施
　　�（第69代横綱白鵬元専属トレー
ナー　大庭大業　先生　講演）

３．支部会の活動支援
　　�（活動費支援／長野支部　総会・
講演会支援（長野県針灸師副会
長　有賀大祐　先生　講演））

４．「くれたけだより」の発行
　　令和５年５月　第55号　7,246部
　　令和５年10月　第16号　7,135部
５．�鍼灸マッサージ教員養成科　卒
業論文の贈呈� 令和６年３月

６．�令和５年度　東京医療専門学校　
卒業式

　　�令和６年３月11日　呉竹会賞　
表彰

　　鍼灸マッサージ科　　　　３名
　　鍼灸科　　　　　　　　　２名
　　柔道整復科　　　　　　　２名
　　鍼灸マッサージ教員養成科１名

令和５年度　事業報告

１．呉竹会基金の募集
２．総会・講演会の実施
　　（東洋医学臨床研究所　
� 春日井有輝　先生　講演）
３．支部会の活動支援
　　（活動費支援／支部活動支援）
４．「くれたけだより」の発行
　　令和６年５月　第57号　7,204部
　　令和６年10月　第58号　7,000部
５．呉竹医学会への協賛
６．�鍼灸マッサージ教員養成科　卒
業論文の贈呈� 令和７年３月

７．�令和６年度　東京呉竹医療専門
学校　卒業式　呉竹会賞　表彰

　　令和７年３月17日
　　鍼灸マッサージ科　　　　２名
　　鍼灸科　　　　　　　　　２名
　　柔道整復科　　　　　　　３名
　　鍼灸マッサージ教員養成科１名
８．同好会への支援
９．学校行事への協賛（柔道大会他）
10．新校旗制作への協賛

令和６年度　事業計画

令和６年度　予　　　算
（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 令和５年度決算 増減（決算−予算） 令和６年度予算 備　　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 5,514,178 201,724 5,715,902
２．100周年記念準備金取崩 0 0 0
３．会 費 4,650,000 -630,000 4,020,000 新会員＠30,000×134名
４．預 金 利 子 122 878 1,000
５．補 助 金 500,000 0 500,000
６．雑 収 入 971,290 28,710 1,000,000
収　入　合　計 11,635,590 -398,688 11,236,902

支出の部
費　　　　　目 令和５年度決算 増減（決算−予算） 令和６年度予算 備　　　　　　考

１．運 営 費 3,756,137 253,863 4,010,000
　⑴人 件 費 0 0 0
　⑵一 般 経 費 3,756,137 253,863 4,010,000
　　　什 器 備 品 費 0 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0 0
　　　通 信 費 2,539,807 60,193 2,600,000 くれたけだより発送費
　　　交 通 費 270,880 29,120 300,000 役員会他交通費
　　　印 刷 費 945,450 154,550 1,100,000 くれたけだより、養成科卒業論文集 印刷費
　　　会 議 費 0 10,000 10,000
　　　雑 費 0 0 0
２．活 動 費 1,163,551 186,449 1,350,000
　⑴総 会 費 354,122 -154,122 200,000 会場費・講演費
　⑵理 事 会 費 43,629 6,371 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 0 0 0
　⑷表 彰 費 40,000 20,000 60,000 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 0 160,000 160,000 柔道大会、呉竹医学会
　⑹慶 弔 費 49,800 50,200 100,000
　⑺広 報 費 0 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0 0
　⑼支 部 補 助 費 416,000 284,000 700,000 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 0 0 0
　⑾学内同好会補助費 60,000 20,000 80,000 ４同好会
　⑿学内研究等補助費 200,000 -200,000 0
３．基 金 組 入 額 0 0 0
４．特別会計組入額 1,000,000 0 1,000,000
　⑴運 営 活 動 準 備 0 0 0 期末残高　0円
　⑵100 周年記念準備 1,000,000 0 1,000,000 期末残高　400万円
　　予備費／次期繰越金 5,715,902 -889,000 4,876,902
支　出　合　計 11,635,590 -398,688 11,236,902

令和５年度　決 算 報 告 書
（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 令和５年度予算 増減（決算−予算） 令和５年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 5,514,178 0 5,514,178
２．100周年記念準備金取崩 0 0 0
３．会 費 4,650,000 0 4,650,000 新会員＠30,000×155名
４．預 金 利 子 1,000 -878 122
５．補 助 金 500,000 0 500,000
６．雑 収 入 1,100,000 -128,710 971,290
収　入　合　計 11,765,178 -129,588 11,635,590

支出の部
費　　　　　目 令和５年度予算 増減（決算−予算） 令和５年度決算 備　　　　　考

１．運 営 費 3,730,000 26,137 3,756,137
　⑴人 件 費 0 0 0
　⑵一 般 経 費 3,730,000 26,137 3,756,137
　　　什 器 備 品 費 0 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0 0
　　　通 信 費 2,400,000 139,807 2,539,807 くれたけだより発送費
　　　交 通 費 200,000 70,880 270,880 役員会他交通費
　　　印 刷 費 1,100,000 -154,550 945,450 くれたけだより
　　　会 議 費 30,000 -30,000 0
　　　雑 費 0 0 0
２．活 動 費 1,650,000 -486,449 1,163,551
　⑴総 会 費 100,000 254,122 354,122 会場費・講師費
　⑵理 事 会 費 50,000 -6,371 43,629
　⑶呉 竹 祭 費 0 0 0（中止）
　⑷表 彰 費 60,000 -20,000 40,000 卒業式記念品代
　⑸学校行事協賛費 60,000 -60,000 0 柔道大会不参加
　⑹慶 弔 費 100,000 -50,200 49,800
　⑺広 報 費 0 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0 0
　⑼支 部 補 助 費 700,000 -284,000 416,000 支部会事務費（４支部）
　⑽支部発足準備費 0 0 0
　⑾学内同好会補助費 80,000 -20,000 60,000 同好会補助（３同好会）
　⑿学内研究等補助費 200,000 0 200,000 養成科卒業論文集 作成費
　⒀物価対策助成金 300,000 -300,000 0
３．基 金 組 入 額 0 0 0
４．特別会計組入額 1,000,000 0 1,000,000
　⑴運 営 活 動 準 備 0 0 0
　⑵100 周年記念準備 1,000,000 0 1,000,000 期末残高　3,000,000円
　　予備費／次期繰越金 5,385,178 330,724 5,715,902
支　出　合　計 11,765,178 -129,588 11,635,590

上記のとおり報告いたします。
　　　　　　令和６年３月31日　　　　　　　会　計　倉持　栄一 ㊞

この収支決算は監査の結果適正であることを認めます。
　　　　　　令和５年５月10日　　　　　　　監　事　内山　真喜 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尾　雅人 ㊞

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日～令和６年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年度別 会員よりの受入 呉竹会より 受入合計 利息組入 取崩（呉竹学園100周年
記念事業募金への寄付金） 基金合計人数 金額

前年度繰越金 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,362,178 △5,000,000 31,375,451
令和５年度 0 0 0 0 545 0 0
計 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,362,723 △5,000,000 31,375,996

※令和６年度に呉竹学園100周年記念事業募金への寄付金として1,000万円を取り崩す

　

令
和
六
年
度
五
月
十
九
日

（
日
）、
四
谷
校
舎
新
本
館

「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｈ

Ａ
Ｌ
Ｌ
」
に
て
令
和
六
年
度

東
京
呉
竹
医
療
専
門
学
校
呉

竹
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
在

校
生
、
卒
業
生
、
教
員
が
参

加
し
ま
し
た
。
牛
込
信
喜
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
村
上
哲
二

校
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
令
和

五
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報

告
、
会
計
監
査
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
令
和
六

年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案

の
発
表
が
あ
り
、
議
長
の
進

行
の
も
と
す
べ
て
の
審
議
事

項
に
つ
い
て
承
認
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
後
は
、
東
洋

医
学
臨
床
研
究
所
、
春
日
井

有
輝
（
か
す
が
い
・
ゆ
う
き
）

先
生
に
よ
る
「
東
洋
医
学
臨

床
研
究
所
に
お
け
る
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
多
面
的
な

サ
ポ
ー
ト
」
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
講
演
で
は
、

実
際
に
春
日
井
先
生
が
ト

レ
ー
ナ
ー
を
務
め
て
い
る
パ

ラ
陸
上
競
技
の
ア
ス
リ
ー
ト

で
あ
る
山
下
千
絵
選
手
を
取

り
上
げ
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
内

容
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
日
十
七
時
か
ら
は
会
場

を
四
ッ
谷
駅
前
の
主
婦
会
館

プ
ラ
ザ
エ
フ
に
移
し
、「
卒

業
生
の
集
い
～
同
業
種
交
流

会
の
夕
べ
～
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
も
多
く
の
卒

業
生
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と

し
て
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

令
和
６
年
度

呉
竹
会
総
会
、

呉
竹
会
総
会
、

講
演
会
を
開
催

講
演
会
を
開
催
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五月晴れのもと体育大会を開催五月晴れのもと体育大会を開催
本科２年１組が連覇を遂げる本科２年１組が連覇を遂げる

　

令
和
六
年
五
月
二
日
、
東

京
校
の
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
場
所
は
前
回
大

会
と
同
じ
く
フ
ク
シ
・
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
墨
田
フ
ィ
ー

ル
ド
（
墨
田
区
総
合
運
動

場
）。
前
日
ま
で
は
雨
模
様

で
し
た
が
大
会
当
日
は
五
月

晴
れ
と
な
り
、
手
入
れ
の
行

き
届
い
た
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

科
、
鍼
灸
科
、
柔
道
整
復

科
、
教
員
養
成
科
の
学
生
計

三
百
七
十
一
人
と
教
職
員
が

集
い
ま
し
た
。

　

鍼
灸
科
・
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
科
科
長
の
中
村
真
通
先
生

の
開
会
宣
言
、
村
上
哲
二
校

長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
柔

道
整
復
科
三
年
の
園
原
拓
美

さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
し
ま
し

た
。
準
備
体
操
は
教
員
養
成

科
二
年
生
た
ち
が
フ
ィ
ー
ル

ド
の
周
り
を
取
り
囲
む
よ
う

に
広
が
っ
て
見
本
の
動
き
を

示
し
、
そ
の
動
き
と
音
楽
に

合
わ
せ
て
全
員
で
体
操
を
し

ま
し
た
。
実
況
担
当
は
柔
道

整
復
科
専
任
教
員
の
池
亀
耕

太
先
生
、
放
送
担
当
は
鍼
灸

科
・
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
専

任
教
員
の
上
利
文
子
先
生
。

学
生
は
前
回
大
会
と
同
様

に
、鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科（
本

科
）は
赤
色
、鍼
灸
科（
専
科
）

は
黄
色
、
柔
道
整
復
科
（
柔

整
科
）
は
青
色
、
教
員
養
成

科
は
白
色
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー

の
ビ
ブ
ス
を
身
に
つ
け

て
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
玉
入
れ
、
借

り
物
競
走
、
男
女
混
合

リ
レ
ー
予
選
、
障
害
物

競
争
と
順
調
に
進
み
、

大
玉
転
が
し
は
校
舎
別

の
対
抗
戦
で
し
た
。
全

員
参
加
で
大
玉
を
転
が

す
た
め
の
ル
ー
ト
づ
く

り
に
若
干
時
間
を
有
し

ま
し
た
が
、
結
果
は

代
々
木
校
舎
の
圧
勝
で
し

た
。
そ
の
あ
と
の
綱
引
き
で

は
本
科
対
専
科
、
養
成
科
対

柔
整
科
の
予
選
が
行
わ
れ
、

専
科
と
養
成
科
が
決
勝
に
進

み
、
専
科
が
勝
利
を
お
さ
め

ま
し
た
。
余
興
と
し
て
柔
整

科
学
生
と
教
職
員
の
綱
引
き

対
決
が
あ
り
、
な
ん
と
教
職

員
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

火
の
つ
い
た
本
科
学
生
か
ら

再
戦
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

本
科
学
生
対
教
職
員
で
は
本

科
学
生
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し

た
。

　

大
縄
跳
び
は
三
回
飛
ん
だ

合
計
数
で
競
わ
れ
、
本
科
が

一
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
新
競
技
と
し
て

全
員
参
加
の
「
呉
竹
ク
イ
ズ

王
決
定
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
に
集
合
し

た
学
生
は
、
実
況
の
池
亀
先

生
が
繰
り
出
す
難
問
珍
問
に

答
え
、
正
解
者
だ
け
が
残
り

全
員
参
加
の
「
呉
竹
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
」

　
　
　
　
　
　 

な
ど
新
し
い
試
み
も

ま
す
。
最
後
の
問
題
ま
で
正

解
し
続
け
「
初
代
呉
竹
ク
イ

ズ
王
」
に
輝
い
た
の
は
柔
整

科
の
片
岡
寧
音
さ
ん
で
し

た
。

　

競
技
の
最
後
は
男
女
混
合

リ
レ
ー
の
決
勝
。
柔
整
科
三

年
、
本
科
一
年
、
柔
整
科
一

年
が
激
走
し
、
柔
整
科
が

ト
ッ
プ
で
駆
け
抜
け
ま
し

た
。

　

総
合
優
勝
は
二
年
一
組
。

昨
年
優
勝
し
た
ク
ラ
ス
が
連

覇
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
本
部
テ
ン
ト
で

参
加
者
か
ら
の
大
会
Ｂ
Ｇ
Ｍ

の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
付
け

ま
し
た
。
ま
た
前
回
大
会
同

様
、
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
を
身
に

つ
け
た
写
真
と
「
＃
東
京

呉
竹
医
療
専
門
学
校
＋
所

属
チ
ー
ム
」
をInstagram

に
投
稿
す
る
と
、
チ
ー
ム
に

一
ポ
イ
ン
ト
が
得
点
さ
れ
ま

し
た
。
閉
会
式
で
は
建
石
泰

三
事
務
長
に
促
さ
れ
新
事
務

職
員
の
馬
込
遼
さ
ん
が
壇
上

に
立
ち
ま
し
た
。
一
カ
月
前

に
入
職
し
た
ば
か
り
の
馬

込
さ
ん
に
よ
るInstagram

で
の
広
報
活
動
が
紹
介
さ

れ
、
参
加

者
の
声
援

を
受
け
ま

し
た
。
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　鍼灸科附属施術所では、本校卒業生（新卒・既卒）を対象とした臨床研修
制度を設けています。

①　�新卒・既卒を問わず、医療者としての基本的な臨床能力が身につく研修
制度です。

②　�前期研修（１～２年）：基本的な臨床能力を実地で繰り返し経験していき
ます。

　　＊実際の患者さんを専任教職員と共に経験していくため、初学者など誰もが臨床経験を得られます。
③　�後期研修（１～２年）：自身が更に貢献すべき患者さんをより具体的にイメージし、フォローを受けながら実地で経験していきます。
　　＊�運動器症状を更に経験する、小児や婦人科、医療連携（抗がん剤治療後の末梢神

経障害、顔面神経麻痺など）、自身の将来像に合わせた更なるスキルアップが臨
めます。

� 修生・修了生のインタビューはこちらより→
④　�これらを経ることで、患者さんに向き合う視点、病態を推論する力、日常臨床にお
ける施術力を得ることに繋がり、就職や開業に繋がる臨床力が身につきます。

⑤　�研修は週に１日から可能なため、仕事との両立も可能です（１年ごとの更新制）。
⑥　研修費なし（賠償責任保険の加入、白衣の購入のみ）
⑦　2024年度より月曜日・火曜日は、夜の時間帯の研修を再開しました。

＊（本施設が考える）鍼灸師の基本的な臨床能力：
　�医療者として安全性の担保、遭遇する頻度の高い症状や不適応疾患の臨床推論と適応症状への貢献、など
� 詳細はこちらよりスライド動画をご確認ください。→

＊�施術所の見学も随時受け付けています。学生時の学内臨床実習では聞けなかったことへ
の質問、研修の実際を研修生に尋ねる、また、実際の研修の様子を一部見学することも
できます。

＊お問い合わせ：
　鍼灸科附属施術所（藤田、永吉、上利、吉田）03−3357−7328（直通）
　お問い合わせ時間　平日９：40 ～ 17：00
　（鍼灸科附属施術所 所長 藤田）

●当施術所の特徴

鍼灸科附属施術所『2025年度研修生 募集のご案内』鍼灸科附属施術所『2025年度研修生 募集のご案内』
「知っている」から「実践できる」へ！「知っている」から「実践できる」へ！

　学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募金も皆様のご協力をもちまして
多くの卒業生の方より賛同を得ることができました。この場をもちまして
厚く御礼を申し上げます。 
　８月をもって、残っていた１号館・５号館の改修工事も終了し、全ての
工事が完了いたしました。この生まれ変わった校舎と共に、記念すべき100
周年を迎えられることを嬉しく思います。現在検討を重ねておりますその
他記念事業につきましても、継続してくれたけだよりや学校HPにてお知ら
せしてまいります。
　呉竹会会員の皆様方には更なるご理解とご協力を賜れればと思い、今年

　「カフェみたい……」
　新校舎の地下２階にある新しい四谷図書室を訪れた人が口々に言います。
　廊下側の壁は全面アクリルガラス、外側の壁面には大きな窓。地下２階でありながら外界からの光が
たっぷりと降り注ぎます。蔵書数は現在１万２千冊。古典書、最近の西東医学の図書、話題の漫画、学会誌、
最新の医療雑誌などを揃えています。『整形外科』『中医臨床』などの雑誌を製本合本して置いているの
も特徴です。
　一般的な図書室と同様に、私語と飲食は控えていただきます。設置された
40席はすべて１人使用で、それぞれの席の上にかかるライトが手元を照らし、
読書や勉強に打ち込める環境を整えています。実際に、期末試験が迫る２週
間前から期末試験中は毎日ほぼ満席となり、多くの方にご利用いただきまし
た。廊下側に設置された６席の椅子は背もたれが大きなソファ様式なので、
くつろぎながら読書や勉強もできます。

学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募金について学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募金について
度の春号に振込用紙をお送りしております。「100周年記念事業募金」に関
するお問い合わせがございましたら、下記の「法人事務局　寄付金募集係」 
までお問い合わせください。 呉竹会会員の皆様方のご理解・ご協力を賜れ
ますよう重ねてお願い申しあげます。

〔お問い合せ先〕
学校法人呉竹学園　法人事務局　寄付金募集係
TEL　03-5362-3776

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

よい治療は よい鍼で 
はりの専門メーカー【日本製鍼灸鍼】 

 
ディスポ銀鍼（滅菌済み鍼）作ってます。 

  
 ホームページをご覧ください。 
https://www.needlemaeda.com 

 
 

ご注文ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 
0120-141-828 

 
 
 

鍼灸鍼、ディスポ鍼、鍼灸用具の製造販売 

株式会社前田豊吉商店 
〒167-0052 東京都杉並区南荻窪 1-22-15 
電話 03-3332-7634 FAX 03-3332-8117 
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ harimaeda@pop01.odn.ne.jp 

 

図書室からのお知らせ

新しい図書室は読書と勉強に集中できる環境

大金さん 音羽さん 伊藤さん
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　「
く
れ
た
け
だ
よ
り
秋
号
」
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
維
持
会
費
に
つ
き
ま
し
て
、
令
和

五
年
度
後
期
か
ら
令
和
六
年
度
前
期
ま
で
に
七
十
六
名
の
方
々
よ
り
三
十
二
万
二
千
円
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
篤
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
号
の
ご
協
力
者
一
覧
に
は
、
令
和
五
年
九
月
一
日
よ
り
令
和
六
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名
・
卒
業
学
科
（
二
学
科
以
上
を
ご
卒
業
の
方
は
ご
芳

名
の
下
に
※
を
記
載
）・
卒
業
年
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
金
額
の
記
載
は
省
略
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
九
月
以
降
に
維
持
会
費
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度

の
「
く
れ
た
け
だ
よ
り
秋
号
」
に
掲
載
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
校
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

維
持
会
費
協
力
者
一
覧

ご協力ありがとう
ございます

〒160-0008 
東京都新宿区四谷三栄町16-12

東京呉竹医療専門学校内
電話 03-3341-4043
FAX 03-3358-3976

ホームページ
https://www.kuretake.ac.jp/

発 行 所

呉 竹 会東京呉竹医療
専門学校

　維持会費とは

　呉竹会では、会報発行や、各種呉竹会行
事の運営など、様々な活動をご支援いただ
くため、維持会費の納入を「くれたけだよ
り」秋号に振込用紙を入れ、皆様方にお願
いしております。
　維持会費は主に、学校と卒業生を繋ぐ「く
れたけだより」の発行に大きな役割を果た
しております。
　また、学校行事を支える役割も果たして
おります。
　これからの東京呉竹医療専門学校・呉竹
会発展のためにも、ご協力のほどよろしく
お願い申し上げます。

　維持会費振込先

　一口 1,000 円以上での納入をお願いして
おります。
　「くれたけだより」をお送りしている宛
名の用紙が振込用紙（郵便局）になってい
ます。

郵便振込以外で納入される場合は下記の銀
行口座をご利用ください
　みずほ銀行　四谷支店　普通預金口座
　　口座番号：1462711　口座名義：呉竹会
※振込人入力例：
　登録番号［123456（H-1234）宛名に印字
されています］＋クレタケ　タロウ
　必ず登録番号とお名前（カタカナ）を付
けてお振り込みください。

　「登録番号」の記入がないため、お振込
人が判明できない場合がございますのでご
注意ください。

土
屋　

二
郎　

昭
50
年

村
山　

紀
代　

昭
53
年

綱
島　

郁
子　

昭
61
年

赤
澤
浩
二
郎　

令
４
年

槇
尾　

和
則　

平
20
年

山
城　

未
佳　

平
25
年

小
林　

宏
子　

平
12
年

村
井　

増
巳　

昭
53
年

若
松　

瑞
子　

平
６
年

田
島
る
み
子　

昭
56
年

貴
田　

晞
照　

昭
52
年

吉
村　
　

淳　

令
５
年

松
本　

泰
浩　

平
31
年

里
吉
美
智
子　

平
４
年

宮
内
み
ち
る　

平
７
年

宮
野　

正
志　

平
17
年

飯
田　

豊
雄　

昭
39
年

細
井　

律
子　

平
12
年

田
中　

昭
次　

昭
23
年

佐
野　

滋
子　

平
９
年

榎
本　

一
夫　

昭
52
年

田
中　
　

昭　

平
４
年

本
郷　
　

亮　

昭
56
年

岡
野　

信
久　

平
８
年

荒
木　

稔
恵　

昭
58
年

新
井　

貫
之　

平
20
年

竹
内　

利
勝　

昭
46
年

渡
邊　

光
男　

昭
47
年

洲
崎　
　

理
※
昭
53
年

伊
澤　

政
男　

昭
50
年

半
田　

光
男　

昭
50
年

柏
谷　

光
博　

平
15
年

清
野　

充
典　

昭
61
年

白
石　

一
美　

平
13
年

廣
田　
　

均　

昭
55
年

中
野　

謙
介　

昭
63
年

西
沢　

成
章　

昭
54
年

吉
田
八
郎
兵
衛　

昭
53
年

上
田　
　

宏　

平
９
年

飛
田　

正
仁　

昭
63
年

尾
花　

正
貴　

平
３
年

齊
藤　
　

誠
※
平
５
年

若
槻　

俊
行　

平
31
年

木
下　
　

崇　

平
22
年

大
谷　

信
男　

平
22
年

松
倉　

健
二　

平
２
年

波
多
野
と
も
子　

昭
49
年

鈴
木　
　

宝　

昭
59
年

長
谷
川
美
喜
子　

平
２
年

長
谷
川
康
徳
※
平
３
年

広
川　

愛
香　

平
21
年

高
橋　

勝
利
※
昭
50
年

安
原　

忠
司　

平
14
年

今
井　

素
子　

平
６
年

西
郷
世
都
子　

昭
57
年

山
崎　

秀
樹　

昭
56
年

久
保
田
誠
一　

平
８
年

勝
又　

俊
雄　

昭
59
年

小
林　

良
任
※
昭
46
年

野
澤　

祐
介　

平
19
年

江
島　

健
二　

昭
49
年

林　
　

云
海
※
平
16
年

飯
田　

勝
己　

昭
55
年

石
蔵　

福
代　

昭
52
年

渡
部　

由
雄　

昭
48
年

住
山　

征
三
※
昭
61
年

東
野　

光
子　

昭
61
年

吉
野
み
つ
子　

昭
63
年

浅
沼　

孝
明
※
昭
60
年

永
田　

宏
子　

平
25
年

藤
川　

節
子
※
平
15
年

鹿
島　

功
子　

平
４
年

土
屋　

幸
久　

平
29
年

桐
谷
ゆ
り
子　

平
25
年

鍼
　
　
灸
　
　
科

教
員
養
成
科

柔
道
整
復
科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

新
井　

友
子　

平
15
年

渡
辺　
　

広　

平
５
年

2024年維持会費の納入に2024年維持会費の納入に
ご協力をお願いしますご協力をお願いします

2024年維持会費の納入に
ご協力をお願いします
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